『山口茂吉日記』の翻刻と検証 by 宮越,勉 & 玉井,崇夫
36 入文科学研究所年報No．42
2．重点共同研究経過報告
『山口茂吉日記』の翻刻と検証
宮越　　勉　　玉井　崇夫
Printing　and　research　of　the　Diary　of　Mokichi
Yamaguchi
MIYAKOSHI　Tsutomu　　TAMAI　Takao
　『山口茂吉日記』の概要と意義については，すでに
1998年度の「経過報告」で述べた。成果は研究所叢書の
刊行に価することも書き添えたつもりである。この『山
口茂吉日記』の翻刻は，昭和4年前半に約7ヶ月の欠如
＊が見られるが，山口が33年間にわったて書き続けた
「日記」が基になったものであるのはいうまでもない。
それに加えて，山口自身が「日記」を下敷きに斉藤茂吉
に関する部分を抜書き編集した「斉藤茂吉手帳」と「童
馬山房別荘の記」から構成されている。
　最終年度にあたり，これら三つの原本について略述し
ておこう。
　山口が師斉藤茂吉の身辺を日記に綴っていたことは，
アララギ同人の間ではとうから知られていた。茂吉本人
も承知していて，しばしば山口に日記を持参させ，自ら
の日記を補完していたようである。茂吉の『日記』（岩
波書店）を読むと，その旨の記述が散見される。佐藤佐
太郎も『童馬山房随聞』において，それを証言している。
これは茂吉が自分の記憶以上に山口の日記を信用したと
いうことで，また，それだけ山口は茂吉の日常に密着し
た暮しぶりだったということであろう。山口は「私の日
記は先生のことを記した日々には◎を附けて直ぐ分かる
やうにしてあるが，その昭和十六年六月だけに就いて見
ても，三十日の十七日分に◎が附いている」と述懐して
いる（斉藤茂吉全集附録月報「第四十九巻（日記四）に
ついて」）。
　山口が日記をいつからつけはじめたのか定かでない
が，いつの頃か，自分の個人的な日録を綴るというよ
り，歌人斉藤茂吉の言行を書き残しておこうという気持
を深めていったことは確かである。いずれは時期を見
て，その公表を考えていたはずである。昭和32年，歌誌
「アザミ」（山口主宰）8月号より翌年6月号まで，「斉
藤茂吉手帳」と題して，大正十四年二月七日からの日記
がll回連載される。茂吉が昭和28年に他界したあと，自
分の健康も考えあわせて，その思いが強まったと思われ
る。この大正14年2月7日は，茂吉の帰朝歓迎アララギ
歌会が催され，山口が茂吉に初めて会った日である。こ
の点からも，茂吉の回想的言行録を意図したものである
ことが頷ける。しかし，連載を開始して一年もせず，山
口は昭和33年4月に亡くなったので，最後の何回分かは
余人の手で編まれたものと思われる。
　「斉藤茂吉手帳」に編集された大正十四年の日記原本
は処分されて，現存しない。が，未完の部分を含む大正
十五年の日記は残っているので，その部分と「手帳」を
対比してみると，大体のところが推測される。一茂吉
に関す記述のある日の日記だけを抜き出し，私的な箇所
は削除し，多少語句を正したり表現を改めたりしてい
る。が，新たに回想を加えたり大幅に変更したりした形
跡は見られない。したがって，日記原本をそのまま転写
したものでないが，少なくとも茂吉に関する箇所につい
ては，当時のままの「日記」といってよいだろう。
　これ以前にも，山口は日記を下敷きにして「童馬山房
別荘の記」（昭和二年一月一日～三年三月十九日）を中
型ノート2冊にまとめている。茂吉が欧州留学から帰国
後，焼け残った青山の家の風呂場（3畳くらいの狭い部
屋）を「童馬山房」と称して書斎兼応接間に使っていた
が，この時期，山口は足しげく訪れている。その訪問記
である。実は，昭和二年の日記原本もまた現存しない。
これも同じ事情から山口の手で破棄されたと考えられ
る。だが，現存する昭和三年の日記から類推すると，日
記よりずっと詳細な内容が綴られている。その分，紙数
も多くなっている。「斉藤茂吉手帳」が昔の日記原本の
内容を抄録したものであるのに対して，この「童馬山房
別荘の記」は日記とほぼ同時期に，記憶を脹らませなが
ら書き改めたものであることがわかる。昭和三年三月十
九日で終わっているが，山口の気持には書き継いでいく
意図があったのだろう。しかし，多忙，整理の手間など
何らかの理由で，編集しなおす暇がなかったのだろう。
放置したまま手元に残ったが，心に宿題としてずっと残
っていたと思われる。だから，山口が「アザミ」に連載
を計画したとき，「童馬山房別荘の記」の公表がまっさ
きに頭に浮かんだはずである。その導入として，まずそ
れ以前の日記を「斉藤茂吉手帳」として遡って補ったの
ではないか。大正十五年五月十六日までの日記（第9回）
のあと，昭和二年一月一日の日記（第10回）に飛んで，
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この間，7ヶ月半の省略が行われているのも，「童馬山
房別荘の記」に早くたどりつきたい気持が働いたからだ
ろう。
＊昭和4年の長期の欠如について，加藤淑子氏は「結
婚前後のこの時期，山口が日記をつけなかったのか，或
いは日記はつけても自身の意思で残さなかったためであ
らう」（「アララギ」昭和45年1月号）と推測されている。
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